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自ら課題を見つけ、その解決に向けて主体的に 

働きかけ、深めることができる生徒の育成 
～単元内自由進度学習を用いた英語科学習指導を通して～ 

１ 主題設定の理由 

第４期教育振興基本計画（2023）では、16 の目標と基本施策、指標の一つである「確

かな学力の育成、幅広い知識と教養・専門的能力・職業実践力の育成」を達成するために

は「個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実」、「学習者本位の教育の推進」が必要で

あるとしている。難波（2023）は自由進度学習を授業の進度を学習者が自ら決定し、最適

だと考える計画を立て、自らの判断で行動し、その結果を、責任をもって受け止める学習

方法だと述べている。そこで、自由進度学習を授業に取り入れることで、学習指導要領や

第４期教育振興基本計画の目標を達成していくことができるのではないかと考えた。 

本研究の対象となる本校 2 年生の生徒は、男女問わ

ず仲が良く、様々なペアワークやグループワークなど

にも協力して取り組むことができる。また、NRT（集団

基準準拠検査）においては、全国平均と比べて、聞

く、話す、読むの結果が上回っているという結果が得

られた。（資料 1）しかし、苦手な技能においての事前

アンケートでは、約半数の生徒が、話す、書くという

アウトプットの技能が苦手と答えた。 

生徒の姿を見ると、日常生活から自分で課題を見つけることや、それらの解決に向け

て主体的に働きかける姿はあまり見られず、教員や仲間の中のリーダーに頼る場面や物

事を自分事として捉えることができていない現状も見られる。 

２ 研究の目標、仮説 

生徒の実態をふまえ、目指す生徒像を次のように設定し、本研究を進める。 

 

 

目指す生徒像に到達するために、以下の仮説を設定した。 
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生徒の実態に合わせて精選した活動内容や、学習内容の精選をした一斉授業をしたり、

単元内自由進度学習を取り入れた授業展開をしたりすることができれば、生徒は自ら課題

を見つけ、その解決に向けて主体的に働きかけ、深めることができるだろう。  

 

（資料 1）NRT における全国比 

自ら課題を見つけ、その解決に向けて主体的に働きかけ、深めることができる生徒 
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仮説を検証していくための手立てとして以下のことを実践していく。 

 

 

 

なお、本研究において、「自ら課題を見つける」とは、生徒自身が授業内において、自

らの選択でその時間に学習する内容を決定できることと定義する。また、「その解決に向

けて主体的に働きかける」とは、自らの課題に対して解決方法が示されるのを待つのでは

なく、自らの課題の解決に必要な情報や方法を自発的に得ようとすることと定義する。 

３ 研究の方法 

（1）研究の対象 

本研究は本校 2 年生（115 名）全員と、そのうちの 3 名の抽出生徒を対象とした。単元

内自由進度学習に取り組むのは初めてである。また 3 名の抽出生徒の様子は以下の通り

（資料 2）である。 

 

（2）仮説の検証計画 

手立てを基に Unit2 を例に単元指導計画を示す。（資料 3） 

 

授業の１時間の例（資料 4）や単元内自由進度学習の学習内容の例（資料 5）を示す。 

 

生徒Ａ（学力上位）  

・英語学習に対する意欲は高

く、学外の検定試験にも取り組

んでいる  

・指示に対して確実に取り組む

ことができる  

・わからないことがあれば教師

に自らたずねることができる  

・将来、英語を使った仕事がし

たいと考えている  

生徒Ｂ（学力中位）  

・英語学習に対する意欲はある

程度ある  

・指示に対して一生懸命取り組

もうとする  

・わからないことを自ら聞くこ

とがあまりできない  

・将来、外国人と英語でコミュ

ニケーションをとれるようにな

りたいと考えている  

生徒Ｃ（学力下位）  

・英語学習に対する意欲はあま

り高くない  

・指示に対して一生懸命取り組

もうとする  

・わからないことを自ら聞くこ

とがあまりできない  

・将来、英語を使うことについ

ての見通しがあまりもてていな

い  

（資料 2）抽出生徒の様子 

（資料 3）単元指導計画 

（資料 4）１時間の授業計画  （資料 5）単元チェックリスト 

手立て 1 一斉授業による習得・活用、生徒の実態を把握した活動内容や学習内容の精選  

手立て 2 単元内自由進度学習による習得・活用  
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（3）仮説の検証方法 

仮説が有効であるかについて、学期末の生徒に実施するアンケートや授業の様子で評価

する。それらを基にしながら生徒全体や抽出生徒の変容を捉え、目指す生徒像に迫ること

ができたのかを検証していく。 

（4）研究構想図 

研究を行うにあたり、研究構想図を以下のように設定した。（資料 6） 

 

４ 研究の実践 

（1）一斉授業による習得・活用、生徒の実態を把握した活動内容や学習内容の精選 

高橋（2022）によると、新出事項の学習においては、繰り返し学習することで強化され

るが、ただ単に一つの知識として覚えたという地点で止まってしまうと、内発的に生きて

働く知識には程遠くなる。そのため重要になるのが、既習事項などとリンクさせながら学

習していくことであり、そして、そのリンクした学習を繰り返すにあたってはパターン化

された学習が大切であるとしている。この学習方法を生徒自身に委ねると、生徒の学習意

欲によっては、既習事項とリンクするこ

となくただ繰り返すだけであったり、一

問一答形式で答えのみを覚えたりしてし

まうことが予想された。そのため本研究

では、新出英単語や新出文法などの知識

及び技能を習得する場合において、教師

主導の一斉授業で取り組ませることとし

た。また、単元を通して授業の帯活動と

（資料 6）研究構想図 

（資料 7）会話活動の例 
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して一斉授業による音読活動や発声練習

などの習得を繰り返し行った。 

また、活動の難易度を教師が設定し、既

習の表現事項を取り入れた会話活動（資

料 7）や、自らの意見を書く活動（資料

8）を積極的に取り入れた。授業の最後

の会話活動においては繰り返し学習のた

め、さらなる知識の習得を目的として、追加で「～人以上と会話をすること」や「会話を

さらに 1 往復多く続けてみる」などのミッションも設定した。 

（2）単元内自由進度学習による習得・活用 

単元の前半に単元で新たに学ぶ文法を習得する時間をまとめ、自由進度学習を実施した。

本研究では自由進度学習の中に独学の時間と個人選択の時間を設けた。 

（ア）独学の時間 

独学の時間では、単元チェックリストや本時のスライドを用いて自ら課題を見つけるこ

とができるようにした。資料 7 のように本時の新出文法の部分を色分けすることでさらに

生徒がその時間で習得すべき内容を明確にした。また、本時の学習目標を達成するためで

あれば、生徒自身が用意したものに取り組んでよいこととした。またこの独学の時間内で

見つけた「わからない」「もっと詳しく知りたい」「友人の考え方を知りたい」などの疑問

や深めたいことなどについては後述の個人選択の時間に個人でもっと深めたり、生徒同士

でたずね合ったり、教師に聞いたりできるようにさせた。 

本研究の初めは、多くの生徒は一様に教師から提示したスライドに取り組んでいたが、

単元を通して活動に慣れてくると、自ら活動の内容を選択してスライドに取り組んだり、

練習問題に取り組んだり、解説動画を見たりする生徒の姿が増えた。 

（イ）個人選択の時間 

それぞれの生徒が独学の時間に学んだことをいかして継続して学習したり、課題解決の

ために他と協働したりする個人選択の時間を設けた。本時の学習目標、単元の学習目標を

達成するためであれば、学習内容、学習相手、教室内の学習場所を生徒に自由に決めさせ

た。独学の時間の中で自ら課題を見つけきれない生徒や、学習方法がわからない生徒に対

しては他の生徒の取り組みを見たり、一緒に取り組んだりすることによって、自ら課題を

見つける方法を知ることができるのではないかと考えた。また、この協働の時間の中で、

教師からの文法の説明もした。生徒は教師からの説明を、自身の必要に応じて説明を聞く

か聞かないか選択をさせた。また、教室内であれば学習する場所に制限を設けず、自由に

移動させた。逆に独学の時間で自ら課題を見つけることができ、協働せずに個人で学習を

したいと思う生徒については継続して独学をすることも可とした。 

活動中は、生徒同士でわからないことを共有し合って取り組んだり、理解できていない

生徒がわからないことを他の生徒にたずねたり、理解した生徒が理解しきれていない生徒

（資料 8）生徒 A の書く活動の取り組み  
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に教えたりする様子が見られた。また、生徒は独学の時間で見つけた疑問を教師の説明を

聞くことで理解し、その後、他の生徒と一緒に学習に取り組む様子も見られた。生徒同士

や教師との協働をしている生徒もいれば、逆に個人で黙々と学習を続け、本時の目標の達

成のみならず単元の学習目標の達成を目指して学習に取り組む様子も見られた。 

単元の前半の習得の時間については、協働してグループやペアで同じ課題に取り組む生

徒が大半であったが、後半の活用の時間については、同じグループであっても生徒は違う

ことに取り組みながら、疑問点を共有して課題解決に臨んでいる姿が見られた。また、こ

の時間内においては多くの生徒が学習に取り組み続ける姿が見られた。しかし、友達と一

緒に学習ができることから、集中しきれずに関係のない話を始めてしまう生徒も見られた。 

５ 研究の成果 

4 月から 7 月までの 3 単元が終了した 7 月中旬に Google フォームで生徒にアンケート

を実施した。抽出生徒を含む 99 名のアンケートの結果や授業での様子を基に検証する。 

（1）仮説の検証 

ア 手立て 1 の成果 

今回の実践では、7 割以上の生徒が課題解

決に主体的に取り組むことができることにつ

いて肯定的な回答をした。（資料 9）このこ

とから、手立て 1 は有効であったといえる。 

イ 手立て 2 の成果 

アンケート結果から、自由進度学習を用い

ることでその時間の学習目標を達成すること

が「とてもできた」「ある程度できた」と答え

た生徒の割合が約 7 割であった。（資料 10）

また、自ら課題を見つけられたかどうかとい

う問いに対しては約 9 割の生徒が見つけられ

たという回答であった。（資料 11）また、そ

のうちの 2 割以上の生徒は単元チェックリス

ト以外で自ら課題を見つけて学習に取り組む

ことができたと回答した。これらの事から、

単元内自由進度学習を取り入れた授業展開は

自ら課題を見つけるという力を身につけさせ

る上で有効であったといえる。 

（2）全体の変容 

生徒の実態より、日常生活から自ら課題を見つけることやそれらの解決に向けて主体的

に働きかける経験を重ねることで、主題を達成することができるようになると考え、今回

の研究に取り組んだ。その結果から、生徒は目指す生徒像に少しずつ近づいていることが

（資料 9）主体性についてのアンケート  

 

 



6 

 

分かった。 

（3）抽出生徒の変容 

抽出生徒Ａ・Ｂ・Ｃについてのアンケート結果から変容を調べた。 

ア 抽出生徒Ａについて 

生徒Ａはアンケートにおいて学習目標の達成はでき、課題の見つけ方については単元チ

ェックリストを用いて課題を見つけ、主体性をもって取り組むことができたと回答した。

また、学習意欲の高いＡは一斉授業で行う習得の時間でも自由進度学習で学習したいと回

答した。また、自由進度学習では暇になることがなく、楽しいと回答した。生徒Ａがこの

先も課題を見つけ、より一層主体的に取り組むことができるように課題設定を調整してさ

らに成長できるように支援したい。 

イ 抽出生徒Ｂについて 

生徒Ｂはアンケートにおいて学習目標の達成はある程度でき、課題の見つけ方について

はチェックリストを用いて課題を見つけ、ある程度主体性をもって取り組むことができた

と回答した。また生徒Ｂについては、一斉授業で学習に取り組む中で、単語や文法を覚え

ることが苦手と気づき、足りないと感じる課題を発見して苦手を解消できるようにするた

めに自由進度学習内で他の生徒に質問をしながら課題に取り組む姿が見られた。生徒Ｂが

より苦手の解消に取り組むことができるように支援をしていきたい。 

ウ 抽出生徒Ｃについて 

生徒Ｃはアンケートにおいて学習目標の達成できたかという質問にどちらともいえない

と回答した。しかし、単元チェックリストを用いて、本時の学習にはある程度取り組むこ

とができたと回答した。また、自由進度学習については他の生徒と一緒に取り組んだり、

質問をできたりすることがよいとした。このことから、生徒Ｃは自ら課題を見つけること

はできてもあまり主体性をもって取り組むことができなかったということが考えられた。 

６ 研究の課題 

生徒は本研究に対して肯定的な意見が多かった。しかし、知識の習得においては、一斉

授業で効果的に効率よく知識を習得させることが大切であることが本研究で明らかになっ

た。そのため、一斉授業の中で生徒が活動する量をさらに増やして学びの質を高めていき

たい。また、アンケートの自由記述では、座席を自由にすることで、教室の前方でグルー

プ学習している生徒がいると、後ろに座っている生徒が教師の説明を聞きにくいという意

見があがった。説明を聞きたい生徒については前方に座らせるなどして全員が学習に取り

組めるよう工夫をしていきたい。本研究は 1 学期末までの結果であるため、2 学期以降も

1 学期のアンケート結果を反映して改善を行い、継続して研究を続けていきたい。 
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